
権力側の「地ならしリーク」疑念 

 

 写真は読売新聞 7月 24 日朝刊社会面。「佐川氏ら再び不起訴へ」「森友問題捜査終結」

という大きな見出しの記事。「大阪地検

週内にも」と書きながら、かなり断定

的な論調だ。 

元 NHK 記者であり、森友問題をスク

ープしてきた相沢冬樹・大阪日日新聞

編集委員は同紙 24 日「視線」で、標題

のように問題を投げかける。 

 

 24 日、読売新聞が出した「佐川元長

官や財務省幹部ら、再び不起訴…大阪

地検が捜査終結」の記事。こういう記

事を記者は「前打ち」と呼ぶ。すぐに

結果が分かることを一分一秒を争って

出すことに何の意味があるのか、とい

う批判もあるが、私自身、NHK の記者としてこの種の前打ち記事にも力を尽くしてき

た。これが担当記者の純粋な取材努力によるものならば、そして内容が真実ならば、事

実を先駆けて伝えたということで称賛したいと思う。だが、これはそういう「記者の努

力」によるものなのだろうか。 

去年 5月、大阪地検特捜部が森友事件で告発されていた佐川氏をはじめとする財務官

僚ら全員を不起訴処分にした時。あの時も、読売新聞が 2 週間ほど前に「不起訴へ」と

いう前打ち記事を書いた。これは偶然の一致なのか。 

読売大阪社会部はかつて検察取材に強かった。だが今は違う。私は当時 NHK 大阪放

送局の司法担当記者だったが、検察取材に関して読売を怖いと感じたことはなかった。

産経は警戒していたが。 

実際、読売はその前打ち記事の直前に「籠池被告 詐欺認める方針」というトンデモ

記事を書いている。もちろん籠池氏は一貫して起訴事実を認めていない。検察幹部もあ

きれかえる大誤報だ。それくらい取材ができていない新聞社が、この前打ち記事だけ取

材できるということがあるだろうか。 

とするとこの記事も昨年の記事も、いずれもいわゆる権力側の「リーク」ではないの

かという疑念が生じる。権力側が世論の地ならしのために特定のマスコミを使って行う

「リーク」。そうではないと言うなら、ぜひこの記事を書いた読売の記者に聞いてみた

い。 

                              (2019 年 7月 30日)        


